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1. ラプラスの悪魔と未来予知

精神とは何か、理性
や知性とは何か。自分
と他の人との違いは、
分子構造だけなのか。
物理学を勉強すると謎
は深まるばかりです。
皆さんも、ぜひ、倫理
学や哲学で勉強して下
さい。

宇宙の終わりを知る
ことが恐いのだとした
ら、それは、科学が恐
いのではないと思いま
す。本当は、科学を知
らないことで真実を知
らずに過ごしているこ
との方が恐いように思
います。

その一方で、この例のように、人々の不安をあおって自分の利益を誘導する（映画の収入を増
やす）人もいます。その構図は、「トマトを食べないと早死」とか、「地球温暖化でとんでも
ないことになる」といった、半端な科学的知識のお仕着せにも見られます。

2. 熱的死（宇宙、ヒト） 科学の予言の実現を見たい気持ちはあります。
しかし、残念ながら、その時には確実に生命は滅
びています。

宇宙の温度が一定に
なってしまうことです。
むしろ、熱は、エネル
ギーの最後の形です。
全てのエネルギーは熱
になろうとしています。

科学は、その結果よりも、その結果の意味することを考えることが大切だと思います。

講義でも言ったように汗で蒸
発熱として熱を捨てられます。

3. 高度と気圧 気圧が下がると、血液に溶け
ていた空気が気泡になって出
てきます。そして、血行障害
を起こします。いわゆる高山
病です。気球は、比較的ゆっ
くり上下しますが、やはり、
高山病の危険があります。さ
らに宇宙にいくと、血が沸騰
します。

真空中ではどんどん気化が進むからです。

恐らくそうだと思いま
す。が、空気抵抗のた
めに、速度はどうかと
いう問題もあります。



ポテチの袋
の話、よく気
づきました。

講義では面白く話し
てしまいました。しか
し、その想像力は素晴
らしいです。前のペー
ジにも書いたように、
結果が何を意味するか、
考える習慣はいい習慣
です。

例えば、温かい水が浮くことは小学校でも習ったと思います。今まで習ったものが、何を意味
するか、改めて考えるのもいいと思います。

その通りですね。

4. エントロピー

よく気づきました。私は
ビールで観察しています。

これ全く別の話題です。
そもそも気圧なら、高い
と温度が高くなるのです
から。地中にいくと、一般に温度変化が少ないです。

より正確には、エネル
ギーも物質もやり取り
がないような状態では、
エントロピーは必ず増
大します。

ただ、熱を捨てることで自分自身のエントロピーを下げることもできます。生命が乱雑になら
ないのは、そうした仕組みです。

エントロピーはリベラ
ルアーツ的な話題だと
私も思っています。

そういう意味で、LAの
入試にエントロピーが
出るのはいいと思いま
す。むしろ、高校まで
の物理が古い感じです。

私は中学校の時に、
「朝は人に起こされず
に自分で起きろ」と教
えられました。何事も
自分で自分の行動を決
めたいものです。しかし、このたとえが本当だとしたら、エントロピーを下げるのは、

私の責任だと思います。


